
〈山崎賞〉

８ ストロー飛行機を飛ばす

１動機 図書館で自由研究は何が良いかと本を探していると、「親子で楽しむ ストロー工作」とい

う本があった。紙飛行機と違い、簡単に作れるためストロー飛行機を研究することにした。

２実験準備

（１）準備物 長いストロー、荷造り用ポリバンド、オモチャの鉄砲玉、カッターナイフ、定規

（２）ストロー飛行機の作り方

ア：ストロー飛行機の後ろ側に１．５ｃｍの切れ込みを入れる。

イ：ポリバンドをさしこみ、輪にする。

ウ：ストローの後ろの輪からの長さをはかり、切れ込みを入れる。

エ：前の輪になるポリバンドは二重にしてさしこむ。

※輪をつけるときに緩まないようにする。

オ：オモチャの鉄砲玉を先端に押し込む。

※オモチャの鉄砲玉にした理由

①おもりの量を決めることが簡単である。

②おもりをたくさんつけられる。

③一ヶ所に大量につけることができる。

（３）飛行機の飛ばし方

ア：二重になっている輪を前にして、前にそっと押し出すように飛ばす。

イ：初めに５回ほど飛ばし、飛行機に慣れてから距離をはかる。

ウ：１つの飛行機につき、１０回以上飛ばし平均を出す。

（４）注意点

ア：風が少ないときに、同じ場所から飛ばす。

イ：同じ条件にするために、１つのまとまりの実験は１度に行う。

３実験と結果

（１）おもりの数を変えて、ストロー飛行機を飛ばす。

ア：飛行機 予備実験により、前後の輪の感覚は１３ｃｍ、前の輪の直径は８ｃｍとする。

イ：実験方法 おもりの数を１～８個まで各８回ずつ飛ばす。

ウ：予想 ４個ぐらいがちょうどいい重さで飛び、８個はすぐに落ちていくと考えた。



エ：実験結果

オ：わかったこと ２個が良く飛ぶことがわかった。１個だと風に流され、５個以上だとし

たに落ちていった。

（２）前後の輪の間隔を変えて、ストロー飛行機を飛ばす。

ア：飛行機 ※（１）の実験より、おもりの数は２個とする。

イ：実験方法 前後の輪の間隔を１５ｃｍから５ｃｍまで、各１０回ずつ飛ばす。

ウ：予想 後ろが出ていないほうがバランスよく飛ぶと考えた。

エ：実験結果



オ：わかったこと ５～７ｃｍはバランスが悪く上を向いたまま下に落ちた。１４、１５ｃ

ｍはゆっくり飛び、長すぎても短すぎても飛ばないことがわかった。１番、バランスが

良かったのが１３ｃｍでした。

（３）前の輪の直径を変えてストロー飛行機を飛ばす。

ア：飛行機 ※（１）、（２）の実験により、おもりの数を２個、前後の輪の間隔は１３ｃｍ

とする。

イ：実験方法 前の輪の直径を２ｃｍから１６ｃｍまで２ｃｍごとに、各１５回ずつ飛ばす。

ウ：予想 ６～１０ぐらいが良く飛ぶと思う。前の輪が大きいと、手で触ってみたら結構ヨ

ロヨロしていた。そのため、飛ばないと思う。

エ：実験結果

オ：わかったこと 予想が当たり、特に８cm が飛んだ。２、４ｃｍはヒューンと飛び、ポ

トンと落ちていた。１４、１６ｃｍはシャボン玉のように上に昇ってゆっくり落ちた。

（４）変形してストロー飛行機を飛ばす。

ア：飛行機 ※（１）、（２）、（３）の実験により、おもりの数を２個、前後の輪の間隔を１

３ｃｍ、前の輪の直径は８ｃｍとする。

イ：実験方法 試しに２回ほど飛ばし、良く飛んだ飛行機と標準型を比べる。

ウ：飛行機と似た、前後が横長、ストローの後ろが上向きに曲がると飛ぶと思う。



エ：実験結果

オ：わかったこと 前は横長、ストローはまっすぐ飛ぶとは思わなかった。他の飛行機は飛

ばなかったので残念であった。変形型を飛ばしたときには落ちるかと思ったが、上にあ

がって飛んでいった。

４考察と感想 おもりの数は多くても少なくてもいけない。前後の輪の間隔も長くても短くてもい

けない。前の輪も大きくても小さくてもいけない。全部のバランスがとれて初めて、遠くまで飛ぶ

ことがわかった。さらに前の輪の形が飛行機の主翼に近くなると、もっと飛ぶこともわかった。こ

の研究をやってみて、飛行機はバランスが保てないと、すぐに落ちることを知った。時間が足りな

くできなかったが、輪の幅を太くすることや輪の数を増やすなど、実験を継続させ、飛ぶ飛行機を

製作させていきたい。
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